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ジ
ー
（
米
国
）
に
よ
る
乳
房
画
像
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
に
始

ま
り
、
２
０
０
１
年
に
はD

eus

社
（
米
国
）
の
胸
部
単
純

写
真
に
対
す
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
が
、
米
国
食
品
医
薬
品
局

（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
許
可
を
受
け
た
。
こ
の
時
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
実
用

化
に
向
け
、
最
も
ホ
ッ
ト
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
人
工
知
能
（A

rtificial 
Intelligence

：
Ａ
Ｉ
）
に
よ
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
開
発
は
、
精
度
、

汎
用
性
、
開
発
速
度
な
ど
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
過
去
の
Ｃ
Ａ

Ｄ
開
発
を
凌
駕
し
て
い
る
。
実
際
、
我
々
は
、
実
用
化
や
臨

床
応
用
に
つ
い
て
議
論
す
る
よ
り
前
に
、
製
品
化
さ
れ
た
も

の
を
体
験
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
急
速
な
発
展
に

は
、
深
層
学
習
（D

eep Learning

：
Ｄ
Ｌ
）
と
い
わ
れ
る

技
術
革
新
や
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
充
実
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
Ｃ

Ａ
Ｄ
が
有
用
な
領
域
は
以
前
よ
り
、
短
時
間
で
多
量
の
画
像

を
診
断
・
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
域
、
例
え
ば
胸
部

単
純
Ｘ
線
や
胸
部
Ｃ
Ｔ
で
の
病
変
検
出
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

診
断
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
に
お
け
る
脳
動
脈
瘤
の
検
出
な
ど
と
さ
れ
て

い
た３
〜
６。
最
近
で
は
、
消
化
管
の
内
視
鏡
診
断
や
皮
膚
病
理
診

断
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
診
療
分
野
に
広
が
っ
て
い
る
。
精
度
に

関
し
て
は
、
胸
部
異
常
陰
影
や
肺
結
節
の
Ｃ
Ｔ
で
の
検
出
は

　

以
前
よ
り
、
筆
者
ら
は
、
機
械
学
習
（M

achine 
Learning

：
Ｍ
Ｌ
）
を
用
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
診
断

（Com
puter-A

ided D
iagnosis

：
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
の
研
究
に

関
わ
っ
て
き
た１
〜
３。

Ｃ
Ａ
Ｄ
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て

放
射
線
画
像
の
解
析
及
び
定
量
化
を
自
動
的
に
行
い
、
そ
の

分
析
結
果
を
“
第
２
の
意
見
”
と
し
て
、
医
師
が
自
分
の
判

断
も
交
え
最
終
的
な
診
断
を
下
す
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
礎
研
究
は
１
９
６
０
年
代
に
始
ま
り
、
１
９

８
０
年
代
前
半
に
は
シ
カ
ゴ
大
学
が
中
心
と
な
り
、
実
用
化

が
研
究
さ
れ
た
。
商
用
化
は
１
９
９
８
年
の
Ｒ
２
テ
ク
ノ
ロ

要
旨
：
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
り
、
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
。
最
近
、
我
々
は
脳
卒
中
診
療
で
Ｃ
Ｔ

読
影
支
援
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
脳
卒
中
に
お
け
る
４
つ
の
評
価
項
目
（
出
血
、
虚
血
、

血
管
の
閉
塞
、
脳
血
流
）
を
検
出
・
解
析
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
脳
卒
中
患
者
の
Ｃ
Ｔ
検
査
か
ら
診
断
、
治

療
に
至
る
ま
で
の
迅
速
な
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
支
援
す
る
も
の

で
あ
る
。本
稿
で
は
、本
シ
ス
テ
ム
の
概
要
、診
断
精
度
、
課

題
に
つ
い
て
述
べ
る
。ま
た
、我
々
の
行
っ
た
く
も
膜
下
出
血

の
検
出
で
の
読
影
実
験
の
結
果
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
る
。

脳
卒
中
読
影
支
援
シ
ス
テ
ム
の
使
用
経
験

～
診
断
精
度
の
実
際
や
課
題
等
を
中
心
に
～

は
じ
め
に

臨
床
応
用
に
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
中
に
は
放
射
線
科
医
で

も
到
底
及
ば
な
い
よ
う
な
精
度
を
示
す
も
の
も
あ
る５
、６
。

　

今
回
我
々
は
、
脳
卒
中
患
者
を
自
動
解
析
す
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ

ス
テ
ム
を
使
用
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
有

用
性
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
研
究

は
多
領
域
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
病
理
画
像
か
ら

非
小
細
胞
肺
癌
の
組
織
分
類
及
び
遺
伝
子
変
異
を
高
精
度
に

予
測
で
き
た
と
い
う
報
告７

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
の
概
念
を
超
え
る
も
の
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
今
回
の
総

説
で
は
、
実
臨
床
に
沿
っ
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
に
限
定
し
て

述
べ
さ
せ
て
頂
く
。

　

国
内
で
は
現
在
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
医
師
の
偏
在
化
、

介
護
従
事
者
の
不
足
、
医
療
従
事
者
の
過
重
労
働
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
が
あ
る
。
要
介
護
の
原
因
に
な
る

疾
患
で
一
番
多
い
の
が
脳
卒
中
で
あ
る
。「T

IM
E IS 

BRA
IN

」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
発
症
か
ら
診
断
、

治
療
ま
で
の
時
間
は
、
患
者
の
予
後
に
影
響
す
る
。
実
際
の

救
急
医
療
の
現
場
で
は
、
患
者
の
意
識
状
態
が
不
良
や
、
バ

四
ッ
谷
千
尋
　
掛
田
伸
吾

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科 

放
射
線
診
断
学
講
座

四ッ谷氏

脳
卒
中
診
療
の
現
状
と
課
題

現場における
導入効果の実際
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イ
ス
タ
ン
ダ
ー
不
在
な
ど
、
発
症
時
の
詳
細
な
状
況
が
不
明

な
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
血

管
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
は
夜
間
や
早
朝
も
多
く
、
臨
床
現
場
、

特
に
医
療
資
源
の
乏
し
い
地
域
に
お
い
て
、
画
像
診
断
専
門

医
が
不
在
の
ま
ま
に
画
像
診
断
を
迫
ら
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

　

脳
卒
中
の
画
像
診
断
に
お
い
て
は
、
切
迫
し
た
状
況
で
適

切
か
つ
正
確
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
が
、
働
く
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
経
験
値
の
差
や
、
肉
体
的
疲
労
、
精
神
的
疲
労
や
心
理

的
ス
ト
レ
ス
の
負
荷
な
ど
が
、
診
断
の
精
度
や
ス
ピ
ー
ド
に

影
響
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

救
急
医
療
に
お
け
る
画
像
診
断
で
は
、
単
に
視
覚
上
の
問
題
、

い
わ
ゆ
る
見
落
と
し
が
存
在
し
、
経
験
を
積
ん
だ
医
師
に
お

い
て
も
、
見
落
と
し
が
し
ば
し
ば
経
験
さ
れ
る
の
は
周
知
の

事
実
で
あ
る
。
こ
の
た
め
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
活
用
し
た
脳
卒
中
画
像

診
断
の
開
発
は
、
患
者
だ
け
で
な
く
医
療
者
に
と
っ
て
も
期

待
さ
れ
る
領
域
で
あ
り
、
特
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
器
に
対
応
可

能
な
汎
用
性
の
高
い
Ｃ
Ａ
Ｄ
が
求
め
ら
れ
る
。

　

今
回
我
々
が
使
用
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム

ズ
の
読
影
支
援
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン「A

bierto RSS

」は
、脳

卒
中
に
お
け
る
４
つ
の
評
価
項
目（
出
血
、虚
血
、血
管
の
閉
塞
、

脳
血
流
）を
検
出
・
解
析
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

H
em

orrhage A
nalysis

、Ischem
ia A

nalysis

で
は
、

単
純
Ｃ
Ｔ
を
用
い
、脳
卒
中
疑
い
の
患
者
に
対
し
て
出
血
サ

イ
ン
及
び
虚
血
サ
イ
ン
の
有
無
を
評
価
す
る
。Brain V

essel 
O

cclusion

とBrain Perfusion

に
つ
い
て
は
、
造
影
Ｃ
Ｔ

を
用
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
脳
卒
中
を
疑
う
患
者
の
Ｃ
Ｔ
撮

影
か
ら
診
断
、
治
療
に
至
る
ま
で
の
迅
速
な
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

を
提
供
す
る
読
影
支
援
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る
。
ま
た
、

図1　Ischemia Analysis
解析例

頭 部 単 純CT（A）、Ichemia 
Analysisの 画 像（B）。 頭 部
単純CTでの中大脳動脈領域
における軽微な低吸収域が
抽出され、ヒートマップとし
て表示されている。抽出領域
は、ASPECTSに基づき区分
され、虚血サインを含む領域
は赤で示される。これにより、
ASPECTS scoreを算出する
際の補助になる。

A
bierto RSS

は
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
医
用
画

像
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「M

edical Im
age Place

」
と
の

連
携
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

　

A
utom

ation Platform

で
動
作
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ

る
た
め
、
最
新
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
新
規
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
ク
ラ
ウ
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
容
易
に
な
り
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
稼
働
状
況
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、A

utom
ation Platform

で
実
行
し
た
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

で
、
施
設
の
内
外
を
問
わ
ず
モ
バ
イ
ル
参
照
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
院
内
だ
け
で
な
く
患
者
搬
送
先
で
も
情
報
共

有
が
で
き
る
た
め
、
診
断
か
ら
治
療
ま
で
の
迅
速
な
ワ
ー
ク

フ
ロ
ー
が
可
能
と
な
る
。

　

脳
梗
塞
の
急
性
期
に
単
純
Ｃ
Ｔ
で
認
め
ら
れ
る
微
細
な
変

化
は
、Early CT

 sign

（
早
期
虚
血
サ
イ
ン
）
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
サ
イ
ン
が
広
汎
に
見
ら
れ
る
と
ｔ-

Ｐ

Ａ
静
注
療
法
に
よ
る
効
果
は
少
な
く
、
出
血
性
合
併
症
の
リ

ス
ク
が
増
加
す
る
。A

SPECT
S score

は
、early CT

 
sign

の
範
囲
を
定
量
化
し
た
ス
コ
ア
法
に
よ
り
、
ｔ-

Ｐ
Ａ

静
注
療
法
の
効
果
を
予
測
す
る
信
頼
性
が
高
い
評
価
法
で
あ

り
、
急
性
期
脳
梗
塞
患
者
の
治
療
方
針
の
決
定
に
広
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。Ischem

ia A
nalysis

で
は
、
単
純
Ｃ
Ｔ
画

像
か
ら
脳
抽
出
処
理
後
、
Ｃ
Ｔ
値
ま
た
は
画
素
値
を
用
い
た

セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
正
常
脳
と
比
較
し
、
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
低
下
し
て
い
る
領
域
を
虚
血
サ
イ
ン
と
し
て
抽

出
し
、A

SPECT
S score

に
基
づ
い
た
区
分
上
に
強
調
さ

れ
表
示
さ
れ
る
（
図
１
）。

※キヤノンメディカルシステムズ株式会社からの提供画像

A
bierto R

eading S
upport S

olution

（A
bierto R

S
S

）の
概
略
と
特
長

当
院
で
のA

bierto R
S

S

の
使
用
経
験

現場における
導入効果の実際

AI画像診断が現場＆病院を大きく変える総特集

総 論

AIが示唆する
放射線科の未来
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実
際
に
使
用
し
て
み
る
と
、
単
純
Ｃ
Ｔ
の
画
像
を
展
開
す

る
と
同
時
に
、
解
析
結
果
の
図
を
参
照
で
き
る
た
め
、
迅
速

に
病
変
範
囲
の
大
ま
か
な
把
握
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
現
場
の
医
師
、
特
にEarly CT

 sign

の
判
読
に
十

分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い
な
い
医
師
へ
の
診
断
支
援
、

卒
中
現
場
に
お
け
る
治
療
方
針
決
定
に
至
る
時
間
の
短
縮
な

ど
へ
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

H
em

orrhage A
nalysis

で
は
、
正
常
と
比
べ
て
Ｃ
Ｔ

値
ま
た
は
画
素
値
が
高
い
領
域
を
抽
出
し
、
強
調
画
像
を
作

成
す
る
た
め
、
病
変
の
広
が
り
の
把
握
が
容
易
に
な
る
（
図

２
）。
こ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
、
出
血
サ
イ
ン
の
検
出
と
セ

グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
３
Ｄ

／
２
Ｄ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
畳
み
込
み
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
基
づ
い
て
い
る
。
教
師
デ
ー
タ
と
し

て
、
９
０
０
０
例
の
複
数
ス
キ
ャ
ナ
ー
モ
デ
ル
の
デ
ー
タ
を

使
っ
て
学
習
し
て
お
り
、
教
師
デ
ー
タ
と
は
異
な
る
別
の
８

１
４
例
で
評
価
し
た
と
こ
ろ
、
感
度
91
・
４
％
及
び
特
異
度

97
・
５
％
を
達
成
し
た８

。

　

我
々
は
、
脳
動
脈
瘤
破
裂
で
く
も
膜
下
出
血
を
認
め
た
１

１
０
症
例
の
単
純
Ｃ
Ｔ
を
本
シ
ス
テ
ム
で
解
析
し
た
。
解
析

症
例
は
、
異
な
る
撮
像
機
器
：「A

quilion O
N

E

」（
キ
ヤ

ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
）、「Revolution CT

」（
Ｇ

Ｅ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
）、「O

ptim
a 660

」（
Ｇ
Ｅ
ヘ

ル
ス
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
）、「SO

M
A

T
O

M
 D

efinition 
A

S

」（Siem
ens H

ealthineers

）
が
含
ま
れ
て
い
た
。
解

析
に
使
用
し
た
ス
ラ
イ
ス
厚
は
５
㎜
、
発
症
か
ら
の
撮
像
ま

で
の
時
間
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
解
析
が
で
き
な
か
っ
た
頭
部
単
純
Ｃ
Ｔ
は
７
例
あ

り
、
い
ず
れ
も
途
中
で
ス
ラ
イ
ス
幅
が
変
わ
る
画
像
シ
リ
ー

ズ
を
含
ん
で
い
た
。
残
り
１
０
３
例
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｔ
撮

影
機
器
メ
ー
カ
ー
・
機
種
、
ス
ラ
イ
ス
厚
、
画
像
Ｆ
Ｏ
Ｖ
、

管
電
圧
、
ガ
ン
ト
リ
回
転
速
度
が
多
少
異
な
っ
て
も
解
析
は

可
能
で
あ
り
、
本
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
汎
用
性
が
高
い
こ

図2　Hemorrhage 
Analysis解析例

図3　くも膜下出血症例で
の使用例

くも膜下出血症例の頭部単
純CT画像（A）、
Hemorrhage Analysisの
画像（B）。単純CT画像に
おけるCT値が 高い 領 域
を出血サインとして抽出し、
Hemorrhage Analysis画
像上で青く強調し表示して
いる。

頭部単純CT画像（A）、
Hemorrhage Analysisの
画 像（B）。 単 純CT画 像
におけるCT値が高い領域
を出血サインとして抽出し、
Hemorrhage Analysis画
像上で青く強調し表示して
いる。読影実験において、く
も膜下出血は単純CT画像
のみの読影で見落とされた。

現場における
導入効果の実際

AI画像診断が現場＆病院を大きく変える総特集

総 論

AIが示唆する
放射線科の未来
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近
年
の
報
告
に
は
、
放
射
線
診
断
医
を
超
え
る
診
断
能
を

有
す
る
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
報
告
も
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、「
Ａ

Ｉ
に
画
像
診
断
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
の
誤
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
も

ち
ろ
ん
、
医
師
は
完
璧
で
は
な
い
の
だ
が
、A
bierto RSS

の
出
血
サ
イ
ン
に
つ
い
て
の
感
度
も
93
％
と
完
璧
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
両
者
に
は
「
何
故
こ
れ
を
…
」
と
い
っ
た
見
落
と

し
も
存
在
す
る
。人
間
の
思
考
過
程
と
Ａ
Ｉ
の
思
考
過
程（
計

算
法
）は
全
く
異
な
る
の
で
、両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
欠
点
を
補

い
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
我
々
の
最
終

目
標
は
、
仕
事
の
効
率
化
、
診
療
の
正
確
性
さ
に
基
づ
く
最

適
な
医
療
の
提
供
で
あ
り
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
導
入
が
教
育
・
経
験

へ
の
軽
視
、
人
道
的
な
問
題
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

近
年
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
い
う
概
念
の
重
要
さ
が
再
認
識
さ
れ
た

と
感
じ
る
。

と
が
示
さ
れ
た
。
１
０
３
例
の
結
果
に
つ
い
て
、
出
血
サ
イ

ン
の
有
無
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
感
度
は
93
・
０
％
、
特
異

度
は
１
０
０
％
で
あ
っ
た
。

　

出
血
サ
イ
ン
あ
り
の
症
例
と
な
し
の
症
例
を
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
自
体
が
診
断
し
た
結
果
を
見
る
と
、
検
出
感
度
に
つ

い
て
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
と
ヘ
リ
カ
ル
ス
ラ
イ
ス
に
よ
る

撮
影
条
件
に
よ
る
差
は
な
か
っ
た
。
現
在
、
読
影
実
験
を
行

っ
て
い
る
が
、
経
験
の
少
な
い
医
師
に
つ
い
て
は
、
く
も
膜

下
出
血
の
見
落
と
し
を
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
正

確
な
診
断
に
導
い
た
症
例
を
経
験
し
て
い
る
（
図
３
）。
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
に
よ
り
、
医
師
の
経
験
が
浅
い
場

合
に
は
読
影
時
間
の
短
縮
と
確
信
度
が
増
加
す
る
こ
と
で
、

現
場
の
医
師
か
ら
治
療
医
ま
で
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
経
験
の
あ
る
医
師
に
と
っ
て
は
有
用
性
は
低
い
と

思
わ
れ
る
が
、
軽
微
な
所
見
に
高
い
感
度
を
有
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
勤
務
医
師
の
経
験
年
数
な
ど
各
施
設

の
特
徴
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
個
別
の
シ
ス
テ
ム
構
築
が
可
能

と
な
れ
ば
、
本
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
汎
用
性
は
さ
ら
に
増

す
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
シ

ス
テ
ム
は
、
導
入
を
検
討
す
る
際
に
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

本
稿
で
は
、A

bierto RSS

の
当
院
で
の
使
用
経
験
に
つ

い
て
述
べ
た
。
全
世
界
で
急
速
に
Ａ
Ｉ
技
術
を
用
い
た
診
断

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

A
bierto RSS

は
、
実
臨
床
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
汎
用
性
の

高
い
ス
テ
ム
の
１
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

※　
　
　
　
　

※

四
ッ
谷
千
尋
（
よ
つ
や
・
ち
ひ
ろ
）
●
２
０
１
５
年
自
治
医
科

大
学
医
学
部
卒
業
。
現
在
、
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科 

放
射
線
診
断
学
講
座
所
属
。
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